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近
年
、
国
際
疾
病
分
類
の
開
発
の
展
開
に
は
、
め
ざ
ま
し
い
も

の
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
精
神
医
学
領
域
で
は
現
象
が
複
雑
で

重
層
化
し
、
病
像
理
解
に
苦
慮
す
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
領
域
で
、

月
日
用
舟
と
い
う
語
を
は
じ
め
て
用
い
た
と
さ
れ
る
、
雪
三
国
昌

○
昌
ｇ
（
一
七
一
○
’
一
七
九
○
）
に
よ
る
疾
病
分
類
並
び
に
口
①
胃
‐

旨
日
の
記
載
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

今
回
材
料
と
し
て
用
い
た
書
物
は
、
カ
レ
ン
の
主
著
と
さ
れ
る

『
甸
目
詞
ｍ
弓
巨
ｚ
国
の
○
甸
弓
国
固
勺
罰
醇
○
目
目
○
両
○
甸
勺
出
国
四
○
』

（
四
分
冊
）
で
、
一
冊
は
た
て
別
叩
よ
こ
昭
叩
厚
さ
約
３
四
約
四
五

○
頁
）
で
あ
る
。
英
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
カ
レ
ン
の
死
の
翌
年
に

あ
た
る
一
七
九
一
年
発
行
の
も
の
で
、
著
者
の
序
文
は
一
七
八
三

年
の
も
の
で
あ
る
。
目
次
の
な
り
た
ち
は
、
勺
画
風
．
国
○
烏
さ
ら
に

○
冨
冒
閏
．
艀
昌
目
と
い
う
下
位
の
分
類
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

19

夛
皀
国
日
○
巳
の
弓
に
み
る
ロ
①
言
・
旨
冒
の
記
載

に
つ
い
て

小
曽
戸
明
子

全
体
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

弔
四
風
］
○
哺
勺
竜
門
①
ｘ
国
》
○
吋
甸
①
ご
国
庁
Ｓ
ｍ
①
、
の
①
い

も
画
風
函
○
儲
ｚ
①
巨
吋
○
開
少
○
吋
ｚ
囚
ぐ
○
口
、
日
附
、
ｍ
＄

も
四
再
四
○
｛
○
ゴ
印
の
ロ
①
ｘ
話
の

分
量
を
頁
数
か
ら
比
較
し
て
み
る
と
、
弔
胃
の
×
国
が
全
体
の
半

分
以
上
、
約
千
頁
、
二
冊
分
を
越
え
、
ｚ
①
昌
吊
＄
が
約
五
百
頁
、

残
り
の
ｏ
ｇ
ｇ
①
凶
閉
は
二
五
○
頁
で
、
こ
れ
ら
三
つ
の
パ
ー
ト

は
、
１
卵
陥
”
兇
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

ロ
①
胃
冒
ョ
の
記
載
が
あ
る
の
は
、
勺
閏
匡
の
中
の
団
○
烏
』
昌

甸
①
ぐ
①
吊
と
勺
四
再
画
国
○
○
戸
↑
○
【
ぐ
①
の
四
口
厨
自
○
ｍ
号
①
口
尉
‐

○
局
Ｑ
①
耐
旦
昏
①
閂
具
里
房
の
言
巴
蜀
匡
ロ
ｇ
ざ
口
の
由
宇
の
○
琴
四
日
①
吋
］

Ｒ
く
舟
曾
］
冨
冒
鴨
扁
３
－
の
中
で
、
特
に
後
者
に
頻
出
す
る
用
語

で
あ
る
。

国
巴
冒
ｇ
自
陣
目
隅
と
い
う
用
語
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は

言
日
冨
Ｆ
ｇ
堅
隅
に
任
さ
れ
る
（
吊
貯
目
＆
）
と
し
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
書
の
中
で
は
、
言
日
亘
Ｆ
ｇ
巴
舟
に
目
次
は
特
別
に
立
て

ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
農
月
旨
呂
目
＄
は
、
感
覚
に

お
け
る
単
一
の
対
象
、
特
別
な
器
官
に
か
か
わ
る
判
断
の
誤
り
を

も
た
ら
す
と
さ
れ
、
判
断
の
全
般
に
か
か
わ
る
ぐ
硯
自
国
か
ら
は
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除
外
さ
れ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
書
の
全
体
か
ら
も
排
除
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

口
里
ヨ
巨
ョ
に
つ
い
て
は
覚
醒
し
て
い
る
人
の
、
菌
一
路
月
月
８
‐

ご
○
ロ
〕
ロ
ョ
ロ
い
匡
四
』
四
ｍ
い
○
、
］
四
宮
○
口
○
哺
芦
Ｑ
①
國
少
ロ
①
Ｈ
、
①
ロ
ロ
○
口
ゆ
○
片
目
ご
“
ぬ
‐

Ｐ
ｐ
ｍ
口
○
二
》
命
四
房
①
岡
の
○
○
』
一
①
○
画
○
口
》
旦
尉
で
局
○
℃
○
吋
ご
○
ロ
煙
庁
①
①
昌
巨
○
画
○
口
の

な
ど
か
ら
、
討
房
ｇ
且
帰
曽
①
具
が
生
じ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

又
覚
醒
と
睡
眠
の
間
の
よ
う
な
、
呉
胃
①
○
国
月
呂
農
ご
冒
昏
①

の
×
Ｑ
扁
日
①
昌
○
津
扁
胃
巴
ロ
に
よ
り
生
じ
る
と
さ
れ
、
号
８
日
巨
侭

や
ヨ
５
閏
吋
ｇ
巴
①
ｇ
に
言
及
さ
れ
る
。

ｚ
の
昌
吊
隅
の
分
類
の
中
で
、
カ
レ
ン
は
三
つ
の
機
能
を
想
定

１
）
（
四
邑
邑
Ｈ
ご
画
一
喘
匡
ご
ｎ
画
○
口
》
ぐ
茸
画
一
Ｃ
Ｈ
ｐ
ｍ
庁
ｐ
Ｈ
、
一
閉
口
ロ
○
画
○
口
》
』
ロ
庁
①
｝
①
○
，

白
巴
昏
月
ご
○
己
、
炎
症
性
疾
患
で
は
、
昌
国
一
目
月
営
○
国
が
増
し
、

日
四
．
国
で
は
四
目
日
四
罠
匡
胃
嘩
○
口
が
増
す
と
記
さ
れ
、
脳
の
状
態

の
種
々
の
自
冒
①
呂
農
ｑ
が
ヨ
扇
扁
の
自
己
昏
国
８
○
口
に
及
ぽ

区
別
し
、
熱
を
神

と
呼
ん
で
い
る
。

旨
、
煙
昌
ｑ
の
赤

す
と
し
て
い
る
。

又
口
①
胃
冒
日
は
日
用
×
国
（
熱
病
）
の
有
無
に
よ
り
二
種
類
を

別
し
、
熱
を
伴
わ
な
い
吊
闇
自
国
に
属
す
る
も
の
を
冒
囲
己
昌

の
死
後
の
解
剖
に
も
ふ
れ
て
、

冨
日
閃
、
、
己
へ
の
言

及
も
み
ら
れ
る
が
、
脳
の
○
個
“
昌
巳
①
巴
○
房
を
想
定
す
る
こ
と
に

冷
や
か
で
あ
る
。
○
個
四
日
の
四
露
①
８
○
国
の
は
、
そ
の
島
①
ｇ
ａ

ｇ
吋
蔚
も
時
用
な
部
分
も
種
々
な
程
度
の
関
口
扇
ョ
①
具
を
も
た

ら
す
と
記
さ
れ
、
複
合
病
態
へ
の
言
及
が
く
り
返
し
み
ら
れ
る
。

（
海
上
寮
療
養
所
）


